
輸送の安全に関する平成 31 年度の安全投資計画 

 

 

１．車両の安全に対する投資 

 ①ＡＳＶ技術（衝突軽減ブレーキ等）搭載の新型車両を５台を 

既存の車両と入れ替えて導入 

 ②デジタコ/ドラレコ搭載車両率を 12月 31日まで 100％を達成[必須]） 

 ③非対面点呼の安全向上の為、高機能アルコールチェッカーを 

  更に導入する（今年度予算 80万円） 

 

 

２．乗務員の技量向上 

  運転手の運転技術の向上の為に、安全運転研究所の「バス運 

転者４日間コース」を班長・副班長を年度２名ずつ（最終目標 

  １４名）受講させ、社内に安全運転のエキスパートを養成する。 

 

 

平成 31年 1月 

（弊社作成 「安全投資計画(６カ年)」に基づく） 


